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指令：大伴部祢麻呂の足跡を追い 

御食国の謎を解け 
 

はじめに 

 平成１３年度よりスタートした鳥羽少年探偵団。中学教諭や 

一般市民扮する明智小五郎の「指令」に基づき、中学生が地域 

にゆかりのある人物や場所を探索します。生徒自身が地域の歴 

史を掘り起こし、教科書では学べない教材に触れることがねら 

いです。鳥羽市ゆかりの偉人について調査・体験学習を通して、 

その足跡を市広報などで地域に広めることで地域資源の一つと 

して活かしていきます。第９期目となる平成２１年度は市内５ 

中学校１３人の団員と明智小五郎役を迎え５月に結成しました。 

今期は、奈良時代の木簡(右写真)に記されている大伴部祢麻呂 

と御食国をキーワ-ドに「海がもたらす恵」について調査しました。 

 

◇結団式 

日時：平成２１年５月３０日(土) 

場所：ミキモト真珠島真珠博物館ミュ-ジアムホ-ル 

 

 

 午前９時３０分、ミキモト真珠島真珠博物館２階のミュ-ジアムホ-ルで結団式

を行い、地球塾塾長木田久主一鳥羽市長から任命書が手渡され、１３人で構成す

る第９期少年探偵団が誕生しました。 
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◇第１回学習会 

日時：平成２１年５月３０日(日) 

場所：ミキモト真珠島、市文化開館 

 

 

 

 結団式終了後、地球塾との合同講座では、

地球塾塾頭目崎茂和教授、地球塾講師真珠博

物館松月清郎館長から「幸吉と真珠」をテ-

マにした講義を聞きました。 

午後からは、明智小五郎先生と団員たちで、

木簡に記されている内容を読み解いてみま

した。志摩国答志郡和具難設里に住む大伴部

祢麻呂らが、奈良の都に税として海草を納め

ていたことがわかりました。 

 

   

   

 

◇第２回学習会 

 

 

 

日時：平成２１年７月１１日(土) 

場所：鳥羽市浦村町 海の博物館 

 午前９時３０分に図書館に集合した団

員たちは、公用車で海の博物館に向い調査

をしました。 

 海の博物館では、学芸員の平賀大蔵さん

から、木簡全般のこと、志摩国に関連する

木簡からわかる御食国の豊富な海産物の 

こと、鳥羽志摩地方は海草が育つ環境が整った海であることなどを聞き、鳥羽は、

いかに豊かな海の幸に恵まれているかということがわかりました。 
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◇第３回学習会 

 
日時：平成２１年８月２３日(日)～２４日(月) 

場所：答志島（答志町） 
 

 

【第１日目】 

第１、２回学習会で学習してきた海の恵に

ついて、実際に刈りとってみようということ

で、答志島へ１泊２日の行程で調査に行きま

した。 

 アラメの採集作業は、鳥羽志摩磯部漁協答

志和具支所の協力を得て、答志和具大間浜に

て行いました。アラメ、ヒジキ、タマモ、ミ

ルなどの海草の他、カメの手やイソモンなど

豊富な海水資源があることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 採集作業の後、鳥羽ガイドボランテイアの会濱口巖さんをお招きし、答志島に

ある文化財や古墳についてお話をしていただきました。大畑遺跡を見学し、大伴

部祢麻呂の時代に思いを馳せていました。 
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【第２日目】 

 早朝より、蟹穴古墳と岩屋山古墳に行きました。岩屋山古墳の横穴式石室に入

り石積みの様子を見学したり、蟹穴古墳では世界を駆け巡る土器が発見された場

所であると説明を聞きました。午後からは、海の恵を使った郷土料理に挑戦しま

した。柴田答志婦人会長と濱口答志和具婦人会長に丁寧にご指導いただき、タコ

飯、アラメ巻き、メカブのお好焼き、ワカメの酢の物が出来上がりました。団員

たちは自画自賛。答志島での２日間は、御食国の豊富な海の恵を実感する機会と

なりました。 

                 ◇第４回学習会 

 

 - 4 -

 

今回は、さらに御食国の姿を探ろうと、

相差町は海女資料館を訪ねました。海女史

料館では、中村相差町内会長が海女の歴史、

漁法等についてのお話を聞きました。海女

かまどでは、現役の海女さんから体験談を

聞くなど海女小屋体験をしました。 

日時：平成２１年１１月１４日(土) 

場所：相差町 海女史料館 



   

 

 

◇第５回学習会【県外調査】 
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日時：平成２２年１月６日(日) 

場所：奈良市 国立奈良文化財研究所、奈良県庁 

これまでに鳥羽の各地で海の恵みを探り調査して

来た団員たちは、大伴部祢麻呂にならって奈良へ行き

ました。国立奈良文化財研究所では、木簡作業、団員

たちが追ってきた木簡の実物を見学しました。平城宮

跡の発掘現場、朱雀門も見学しました。 

 

また、御食国の海の幸

を献上するため、奈良県庁

を訪ねました。団員たちが

用意した自慢の品々は、答

志のアラメ、本浦のヒジキ、

菅島の黒ノリ、小浜の干ダ  

            コです。大伴部祢麻呂に扮

して天平衣装に身を固め、

荒井奈良県知事に特産品を

贈呈しました。荒井知事か

らは、鳥羽と奈良の深い関

係等歓迎の言葉をいただき

ました。 

 



 

 

 

 

◇第６回学習会 

 
日時：平成２２年１月３０日(土) 

場所：市立図書館、鳥羽商工会議所かもめホ-ル 
 

 

午前中には、明智小五郎先生を中心に、これまでの学習会のまとめを行いまし

た。午後からは、地球塾の公開講座「古代史へのいざない」に参加しました。講

座は、基調講演と座談会の２部編成で、難しい部分もありましたが、知らないこ

とがわかってよかったと感想を述べていました。 

 

 

 

 

 

 

 

◇第７回学習会 

 

 

 

日時：平成２２年３月６日(土) 

場所：市立図書館、鳥羽商工会議所かもめホ-ル 

今期の最後の学習会を迎え、まとめとして地球塾で調査報告を行います。午前

中には、調査報告の打ち合わせ、ＩＴⅤの行政チャンネルの収録を行い、午後か

らは、今期の調査報告を行いました。最後に解任式が行われ、地球塾講師真珠博

物館松月清郎館長から活動の記録と題したＣＤを授与されました。 
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